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〔事業内容〕
特別養護老人ホーム 万葉園・・・・・・・・・・・・・・・定員50人
特別養護老人ホーム 万葉園（ユニット）・・・・定員40人
グループホーム たんぽぽ・・・・・・・・・・・・・・・・・・定員  9人
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万葉園万葉園だよりより万葉園万葉園だよりより万葉園だより万葉園だより

　昨年12月６日にミャンマー出身で宮城県在住
のスーザ・ミョータン氏をお迎えし、ミャンマー
人との円滑なコミュニケーションの取り方、日本
とミャンマーとの生活習慣や働き方の違いなどに
ついて、講話を頂きました。
　当法人では今年４月よりミャンマー人介護人材
７名の採用を決定しており、万葉園には男性２名
の外国人介護職員が誕生します。
　彼らたちに、不慣れな土地での生活にいち早く
溶け込み、その持つ能力をいかんなく発揮しても
らうため、受け入れ側の我々も様々な準備を開始
したところです。先の講話はその一環として開催
しました。未知への不安はありますが、新しいこ
とへのチャレンジが大きく法人を成長させるもの
と信じて取り組んでいきます。
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　秋の味覚を堪能しよ
うと今年は10月18日
に芋煮会を開催いたし

ました。今年は多くのご利用者の皆様に参加して頂
き、包丁を使い上手に野菜を切り、器への盛り付け
も一生懸命取り組まれていました。調理に参加出来
ないご利用者の皆様に、調理する工程で音や匂いを
感じていただくことで芋煮会に参加していただきま
した。完成した芋煮汁をご利用者の皆様は「美味し
い」と笑顔で話しながら食べられており、秋の味覚
を味わいながら楽しいひと時を過ごされておりました。

　11月7、14、
21日、本館では、
鹿島区にある宝

蔵時まで紅葉ドライブに行ってまいりました。天候にも
恵まれ、見事に色づいた紅葉を見ることが出来ました。
参加したご利用者の皆様も「綺麗だね」「ほー、見事に
赤くなったね」「大きいね」と笑顔で話されていまし
た。また、宝蔵寺では寒桜がありご利用者の皆様も寒桜
を見て、「来てよかった」と大変喜ばれていました。
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　９月20日に、ユ
ニットでお月見団子
作りを行いました。

　ご利用者の皆様には、団子をこねたり丸めたりする作業を行っていただき、ご利用者の中には「これは
食べられないの？」と話される方もおりました。今回は飾り用の団子だったので、ちょっぴり残念でした。
　出来上がった団子はユニット内に、翌日の十五夜の日まで飾りました。

　ユニット棟では11月12日、20日に鹿
島区の宝蔵寺に紅葉を見に行ってきま
した。車窓から鹿島区の街並みや、宝蔵寺のある八沢地
区の風景を見ると、「懐かしいなー」「ここは鹿島の北海老
だな」と懐かしそうに話されていました。宝蔵寺では木々
が色づき始めており、参加したご利用者の皆様からも「う
んと綺麗だ」「いい色だなー」との声が聞かれ、大変喜ばれ
ていました。20日は16時30分から19時30分のライト
アップの時間に合わせて宝蔵寺へ行き、ライトアップさ
れた紅葉や寒桜を見て、「すごいなー」「綺麗だな」と驚い
た表情で話され、とても楽しまれていました。

ユニット 紅葉ドライブ

ユニット お月見団子作り

芸術祭芸術祭芸術祭
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　新年あけましてお
めでとうございま
す。厳しい寒さが続

いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。グループ
ホームたんぽぽです。
＜敬老会＞９月20日（月）敬老の日ということで敬老会が開催
されました。
　たんぽぽのご利用者は２名の方が米寿、卒寿を迎えられ、
赤い祝着を身にまとい、施設長からの「おめでとうございま
す」の言葉に「ありがとうございます」と元気よく賀寿状を
受け取られており
ました。

＜日常＞たんぽぽでは毎日レクレーション
に励んでおります。
　風船バレーで体を動かされたり、脳ト
レーニングで頭を使われたり童謡、歌謡曲
等を合唱されたりと元気に生活されており
ます。
　ご利用者の皆様の元気な姿を見るたび
に、職員の方がパワーを頂いていると感じ
ます。
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令和３年９月～令和３年11月まで

寄 付

● 樋渡　良一 様

　９月20日の敬老の日に行事食を提供いたしました。
　万葉園の100才を越えているご利用者は、３名おり最高齢で104
才、続いて103才、101才と全員が女性の方です。この日は、お赤
飯、天ぷら、茶碗蒸し、果物盛り合わせ（梨・ぶどう）を提供いたし
ました。いつもよりボリュームがありましたが、皆様喜んで召し上
がっておられました。

　万葉園・たんぽぽの１～３月
分の休日支払対応日をお知らせ
します。
 ● １月15日㈯・16日㈰
 ● ２月19日㈯・20日㈰
 ● ３月19日㈯・20日㈰
　平日の利用料の支払いや通帳
への入金等について、午前９時
～午後５時まで万葉園事務室に
て対応いたします。

休日支払対応日のお知らせ 　ユニットに介助員２名、
清掃員１名、たんぽぽに介
護職員１名が入職しており
ます。

【ユニット介助員】
　11月1日から介助員として働
かせて頂いています。
　皆さんと一緒に笑顔で頑張り
たいと思っています。宜しくお
願いします。
【ユニット介助員】
　11月から介助員として働か
せて頂いています。
　仕事内容をしっかりと覚え作
業する事、ご利用者の皆様に寄
り添う心構えで頑張りたいと思
います。宜しくお願いします。

新人新人職員紹介職員紹介新人職員紹介

【ユニット清掃員】
　10月から清掃員として
働かせて頂いています。
　仕事内容も分かりやすく
教えてもらい、楽しく仕事
をしています。宜しくお願
いします。
【たんぽぽ介護職員】
　不慣れなことばかりでご
迷惑おかけすることもあり
ますが、宜しくお願い致し
ます。

たんぽぽ 敬老会／日常
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